
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 2回 理事会  

日 時 令和 4年 5月 13日  18:30～20:40 

場 所 Web会議 

出席者 

理事大山盛樹、井手伸二、山下潤一郎、小泉徹児、小無田彰仁、浦川純二、重松康志、 

永木照彦、大石勝規、志岐浩二、小柳 傑、笹原順哉、飯野朋彦、池田章子 

監事平野英三、柿田謙三、大木田治夫 

書記大月雅之、狩浦圭介 

事務局：坂井孝行、野原 尉、野上和歌 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １）令和4年度 長崎県理学療法士協会 定時総会 招集決議について 

定時総会について 5 月 29 日で招集決議したが、コロナの感染状況により日時は 6 月 12 日、方式は
Zoom を使ったフルリモートへと変更。決議事項の順番、案内状の鑑文も変更となる。審議の結果、提
案通り可決された。 

２）令和3年度 事業決算について 
正味財産増減計算書について、収入が 14,533,738円。支出合計が 24,230,414円。事業費 17,524,650
円、管理費が 6,705,760円。公益事業比率 72.3%で問題なし。正味財産期末残高が 4,868,077円で遊
休財産も問題なし。財産目録、貸借対照表で特定資産周年記念積立金の残りが 1,873,940円あり、令
和 4年度作成する記念誌等はここから支出する。負債の部に前受け金があり、令和 4年度の前納制の
会費が 3月末に入ってきている。12,240,000円。審議の結果、提案通り可決された。 

３）令和3年度 事業報告について 
  令和 3 年度の事業報告について役員行動の記載修正あり。長崎県理学療法士協会の分はまとめる。代

議員総会を総会（代議員）に変更。九州ブロック政策検討委員会、九州ブロック災害担当者会議を追
加。6団体合同を 5団体に変更。九州ブロック学術担当者会議を追加。九州ブロック学術大会を九州理
学療法士学術大会に文言変更。日本理学療法士協会に都道府県スポーツ理学療法運営担当者会議を追
加。長与町障がい者区分認定審査会を削除。県庁懇談会を削除。長崎大学地域包括ケア教育推進委員
会を削除、長崎県障害者施策推進協議会を追加。長崎大学の高度人材育成を削除。長崎県リハビリ支
援センター研修会を削除、長崎県骨粗鬆症ネットワーク、長崎県骨折予防対策事業を追加。長崎県地
域リハビリテーション推進部会を追加、長崎県市町介護予防事業支援部会を追加。佐世保市地域包括
ケア運営協議会会議、佐世保県北市地域リハビリテーション連絡協議会、長崎西彼地域リハビリテー
ション連絡協議会を追加。審議の結果、提案通り可決された。 

４）令和3年度 監査報告について 
4 月 21 日に令和 3 年度の監査を実施。東町事務所にて山下副会長、小無田事務局長、財務担当理事、
監事 3 名が参加。中間監査以降の後半を主に監査した。事業報告書、決算報告書、領収書など間違い
なく揃っていた。決算、事業報告、管理運営も公正に行えていた。使途不明金もなく定款に違反する
事実はなかった。公益事業の割合も 72%と素晴らしく、公正に行われていた。通帳を確認したが全く
問題なかった。財務担当者、理事、部長が細かいお金の出し入れも神経使って管理できている。感心
した次第。残高も間違いなし。地区の活動はよくやっている所とやっていないところの差が大きく心
配。島嶼部がリモート研修等行えておらず、検討していただきたい。事業自体は問題なかった。審議
の結果、提案通り可決された 

 ５）研修会運営機材購入について 
  今後、ハイブリッド研修の実施にあたりアンプとスピーカーを設置することが必須。スピーカー、オ

ーディオケーブルや実技のためのリピーターやトランスミッター等が必要となる。事務局備品とし
て、事務局管理費からの出費となる。審議の結果、提案通り可決された 

６）第26回 長崎県国保地域医療学会における当協会からの発表者2名の推薦について 
長崎国保地域医療学会準備会議でシンポジスト 1 名と発表者 1 名を当協会が担当。例年、前年の県学
会の発表内容から選ぶ形で今回は九州学会の中から検討した。シンポジストは石井瞬先生に依頼し、
発表者はみなとメディカルセンターに依頼することとする。審議の結果、提案通り可決された。 

７）新入会承認について 
入会 81 名、退会 3 名、復会 3 名、休会 12 名。審議の結果、提案通り可決された。今回から新システ
ムの情報となる。入会については手続きの関係であと 4 名程増える可能性あり。審議の結果、提案通
り可決された。 

（２）報告事項 
１）SNS（LINE等）の広報使用について 

   広報として使用する SNS について、会議の結果、LINE が最適と結論。複数回発信することを考え、
有料のプランを契約する方向で進める。スタンダードプランで進め、ライトプランも視野に検討。 



２）令和 4年度 長崎県理学療法士協会 生涯学習推進研修会について 
   4 月 28日、志岐理事を講師として開催。申込 138 名で参加者 128 名。受講者からは有意義だったとい

う声が多かった。録画しており、今後配信も検討。 
（３）その他報告事項 
 １）推進リーダー制度に関する JPTAへの問い合わせについて 

推進リーダーに関して、今まで県リハや広域等の研修会を士会指定事業に該当するか否かを検討して
いたが、新制度では地域ケア会議と介護予防のどちらの指定事業に該当するかについて、予め決定し
ておく必要がある。また、実績欄もなくなる。7 月 2 日、3 日に導入研修を予定しているため、6 月中
に話し合いの場を持つ。 

 ２）財務部からのお願いについて 
財務、監査作業の円滑化のため、以下の内容を関係者に依頼。①振り込み指定口座を十八親和銀行に
統一。②（旧）親和銀行の場合、支店名が変わっている可能性があるので再確認。③12 月開催の事業
については月末までに源泉に関わる書類を提出すること。④支出承諾書と決算書をセットで提出する
こと。 

 ３）定時総会までのスケジュール等について 
   内容は役員改選と選挙規程の改正。監査報告は 2 号議案で行い、報告事項では割愛。役員改選がある

ので臨時理事会を予定。予約していた勤労福祉会館はキャンセルとなり、50%のキャンセル料が発生
した。 

 ４）小川先生全国後援会について 
   メインサポーター登録者数は目標の総会員数の 65％を達成。県によって熱の入り方にギャップあり。

来週月曜日に半田会長が来崎予定。 
 ５）第 32回長崎県理学療法学術大会について 
   5月 25日にマイページに情報をアップ、6月から事前登録開始。抄録締め切ったところ 65演題目標で

10演題程度しかないので来週 20日まで延長、最大 5月末まで延長の可能性あり。 

 


